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ケイ酸の施与がマコモ (Zizanialatifolia Turcz. )のデンプン含量に与える影響

佐藤 佑 1)・松山信彦1)・舘同和寛2j 

(!弘前大学農学生命科学部 2J板柳マコモ研究会)

Effect of Silica Application on the Starch Content of ZizαηzαlαtifoliαTurcz. 

Yu SATO， Nobuhiko MATUYAMA， and Kazuhiro TATEOKA 

(1 FIαculty ofαgricultureαnd life Science ， Hirosαki University， Aomori 036岬8561，J，αpαn， 

2! Itαyanαgi ， Aomori 036-3623 ， JIαpα九j

近年水稲で、は，ケイ般の施与・が生育・ JI又量に有効で

あることが示されている(藤井 2002).そこで， I可じ

イネ科作物であるマコモへのケイ畿の施与効果を検討

したところ，葉色の向上，みかけの光合成迷度の向上

により，マコモタケのJI又量性が向上する可ー能性がある

ことが示唆された(t0111ら 2008，松ILiら 2009). しか

しながら，その詳しいメカニズムを示すことは出来な

かった.

そこで、本報告では，マコモのポット栽培によって，

マコモの葉身のケイ酸含量 乾物lf'[とデンプン含量を

比較検討し収量:性向上のメカニズ、ムの解明を試みた.

材料と方法

栽培試験は，弘前大学農学生命科学部内において，

ポット試験で行った 供試品種は，一点紅 (Ziza川 α

latjjolia Turcz. )で，ポットの容積は.40 Qである

2009年5月13自に前年の株から株分けした萄を l本

植えで移植した.基肥{ま，窒素， 1)ン酸，カリウムを，

成分でそれぞれ4g /potを全層施杷した 追Il~は，

， 1)ン酸，カリウムを，成分でそれぞれ2g /pot 

を. 7月31日および8月26日に表層施関した.対照立

は， N， P， Kのみを施揺しケイ酸区は，対照区と

伺量のN，P， Kを施用し，基肥として30gのケイ酸

と，追肥として30gのケイ駿を 2回施与した.使用し

たケイ援は，商品名:イネルギー(富士シリシア化学

株式会社製)である.サンプリングは， 7月17日および

9月訪日に仔い，乾物重，葉身ケイ酸含量，デンプン

を測定した

結果と考察

マコモの生育は，草丈，葉齢，茎数の推移からみる

とケイ薮の施与の影響を受けず¥これまで同様の領向

を示した(第1図，主主丈のみ表示).葉色は，両試i投区

間で、有意差が無く，これまでとは異なる傾向を示した

(第2随)• 

乾物重は， 7月17日および9月16日において，全体
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の乾物重および部位別の乾物重ともに部試験区!日jに有

意差は無く，ケイ酸施与の影響は見られなかった

3図)• 

葉身ケイ酸含量は. 7月17日においては.対照区が

平均3.31g，ケイ酸区が平均6.17gと， 5 %水準で有

にケイ自主区の方カf高い{砲を示した. 9月16EIにおい

ては，対照区が平均2.33g，ケイ酸区が平均6.68gと，

1%水準で、有意にケイ駿豆の方が高い債を示した(第

4図)• 

デンプン含量は， 7月17EIにおいては，全体のデン

プン含量および部位別のデンプン含量ともに阿試験区

間に有意差は見られなかった(第5図)• しかし 9月

16日においては身，葉鞘.地下芸のデンプン

が，ケイ酸区において対日吉区よりも多い鰭向があり，

全体のデンプン含量は，有意義が無いものの対照区で

平均6.11g，ケイ酸医で平均7.13gと，ケイ酸施与に

よって多くなる傾向が克られた(第6関)• 

以上のことから，マコモがケイ酸を十分に吸収する

と，葉のみかけの光合成速度の向上により，光合成産

物のデンブン蓄積最が増加する傾向が示唆されたそ

の結果，マコモの生長に手当用されない余剰デンプン

を，黒穂留が効率的に養分として利用し蕗えいであ

るマコモタケの収量性向上に作用していることが考え

られた.
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佐藤・松山・館関 ケイ援の施与がマコモ (ZizαMα Turcz. )のデンプン含量に与える
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